
No.１８ 平成 29年度 ｢地域子育て活動支援事業｣ 実施の内容 

団 体 名 特定非営利活動法人 輝けいのちネットワーク 

事 業 名 さわうち・かまくら・雪あそび～社会的養護児童と大人（地域住民）の雪体験事業 

実 施 期 間 平成３０年２月 

事 業 実 績 

【事業概要】 

①期日：平成 30年 2月 11日 

②場所：沢内字長瀬野 長瀬野会館と広場 

③内容：①かまくら、雪だるま・すべり台制作 

    児童養護施設児童 30人、県立大学生 10人、地域住民 25人 

    関係者等 30人、合計 95人 

    ②雪遊び（学生の指導で子どもたちの雪遊び） 

    ③夕食交流（炊き込みご飯、おでん、煮物、一本付け等で夕食交流） 

     地域の養護の取組み、里親、ホームスティ等の情報交流 

④運営 第 1回実行委員会 平成 29年 10月 31日 

    第 2回実行委員会 平成 30年 1月 16日 

 

実 施 効 果 

自 己 評 価 

【実施効果】 

①子どもたちが予想以上にスベリ台、かまくら、雪あかりに関心と興味を持ち楽しんだ。

多数の地域住民は子どもたちから元気をもらったと言っている。 

②地域住民は社会的養護に欠ける児童の実態の一端を知れた。 

③児童養護施設と地域の関係が深まった。 

 

【自己評価】 

①沢内が社会的養護に欠ける児童の子育てに適していることが実感できた。 

②沢内に社会的養護に欠ける児童の生活の場、相談交流の場としてのファミリィホーム

を作っていくきっかけとなった。 

 


